
Ｋ
Ｏ
ば
て
れ
ん
志
安
Ｍ

欣喜堂二
〇
一
九
年
八
月
一
二
日
。
広
島
駅
か
ら
、
ひ
ろ
し
ま
観
光
ル
ー
プ
バ
ス
「
メ
イ
プ
ル
ー

プ
」
に
乗
り
、
平
和
公
園
前
で
降
車
、
広
島
平
和
記
念
公
園
を
元
安
川
沿
い
に
回
り
込
ん

で
、
広
島
平
和
記
念
碑
（
原
爆
ド
ー
ム
）
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
の
名
で
知
ら
れ
る
広
島
平
和
記
念
碑
。
も
と
も
と
は
、
広
島
県
の
さ
ま
ざ
ま

な
物
産
を
展
示
す
る
た
め
の「
広
島
県
物
産
陳
列
館
」で
あ
っ
た
。
チ
ェ
コ
人
の
建
築
家
、

ヤ
ン
・
レ
ッ
ツ
ェ
ル
の
設
計
で
、
一
九
一
五
年
に
開
館
し
た
。
一
九
二
一
年
に
「
広
島
県

立
商
品
陳
列
所
」、一
九
三
三
年
に
は
「
広
島
県
産
業
奨
励
館
」
に
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、

戦
時
中
に
は
産
業
奨
励
館
と
し
て
の
業
務
が
停
止
さ
れ
、
行
政
機
関
・
統
制
組
合
の
事
務

所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
。
全
半
壊
し
た
被
爆
建
造
物
の
解

体
や
修
復
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
廃
墟
と
な
っ
た
広
島
県
産
業
奨
励
館
も
取
り
壊
す

べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
。
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
法
が
制
定
さ
れ
る

と
、
広
島
平
和
記
念
公
園
構
想
が
本
格
化
す
る
。
一
九
五
五
年
に
は
丹
下
健
三
ほ
か
三
名

の
設
計
に
よ
る
広
島
平
和
記
念
公
園
が
完
成
し
た
。
広
島
県
産
業
奨
励
館
廃
墟
も
、
広
島

平
和
記
念
碑
（
原
爆
ド
ー
ム
）
と
し
て
留
保
さ
れ
た
。

広
島
平
和
公
園
は
、
広
島
平
和
記
念
碑
（
原
爆
ド
ー
ム
）
を
北
の
起
点
と
し
て
、
広
島
平

和
都
市
記
念
碑
（
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
）、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
（
原
爆
資
料
館
）
が

南
北
方
向
に
一
直
線
上
に
位
置
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
広
島
平
和
都
市
記
念
碑

（
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
）
に
は
「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い　

過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か

ら
」
と
い
う
碑
文
が
き
ざ
ま
れ
て
お
り
、
中
央
の
石
室
に
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
死
亡

し
た
原
爆
被
爆
者
全
員
の
氏
名
を
記
帳
し
た
原
爆
死
没
者
名
簿
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。


